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1個のさいころを 3回続けて投げ，出る目を順に a, b, cとする．整式

f(x) = (x2 − ax+ b)(x− c)

について，以下の問いに答えよ．

(1) f(x) = 0をみたす実数 xの個数が 1個である確率を求めよ．

(2) f(x) = 0をみたす自然数 xの個数が 3個である確率を求めよ．

(25 九州大 理系 5 文系 4)

【答】

(1) 13
27

(2) 5
54

【解答】
f(x) = (x2 − ax+ b)(x− c) (a, b, cは 1, 2, 3, 4, 5, 6)

(1) f(x) = 0をみたす実数 xの個数が 1個であるのは

( i ) x2 − ax+ b = 0が虚数解をもつ

(ii) x2 − ax+ b = 0が x = cを重解にもつ

のいずれかである．これらは排反である．x2 − ax+ b = 0の判別式を D とおくと

D = a2 − 4b

である．

( i ) D < 0，すなわち a2 < 4bとなるのは

a = 1のとき b = 1, 2, 3, 4, 5, 6

a = 2のとき b = 2, 3, 4, 5, 6

a = 3のとき b = 3, 4, 5, 6

a = 4のとき b = 5, 6

a = 5のとき bは存在しない

a = 6のとき bは存在しない

組 (a, b)は 17組あり，cはいずれも 6通りある．

(ii)

{
D = 0

x = c
すなわち

{
a2 = 4b
a
2

= c
となるのは，aが偶数であることに注意すると

a = 2のとき c = 1, b = 1

a = 4のとき c = 2, b = 4

a = 6のとき c = 3, b = 9 これは不適．

( i )，(ii)より，求める確率は

17 · 6 + 2
63

= 104
63

= 13
27

……（答）

である．
(2) f(x) = 0をみたす自然数 xの個数が 3個であるのは

f(x) = 0が cでない異なる 2つの自然数解 α, β (1 ≦ α < β ≦ 6)をもつ
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ときである．解と係数の関係より{
α+ β = a

αβ = b

であるから，αβ = b ≦ 6であり

(α, β) = (1, 2), (1, 3), (1, 4), (1, 5), (1, 6), (2, 3)

である．このとき

(a, b) = (3, 2), (4, 3), (5, 4), (6, 5), (7, 6), (5, 6)

(a, b)=(7, 6)は不適であり，(a, b)は 5組ある．それぞれの組 (a, b)に対して cの値は 4

通りあるから，求める確率は

5 · 4
63

= 5
54

……（答）

である．


